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１．はじめに 

キャリア教育は，「一人一人の社会的・職業的自

立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てるこ

とを通して，キャリア発達を促す教育」と定義され，

学校教育においては，これが重要視されている（中

央教育審議会，2011）。これに関わって，「キャリア

プランニング・マトリックス（試案）」が提案され

ている（国立特別支援教育総合研究所，2010）。こ

の内容事項について，「学校時代のキャリア教育の

目標そのもの」（渡辺，2013）とされ，この活用の

意義が指摘されている。実際に，特別支援学校にお

けるキャリア教育の取り組みは，この「キャリアプ

ランニング・マトリックス（試案）」の活用による

ものが多い（例えば，北村，2016；松永，2017；藤

澤，2020）。これらの実践においては，「キャリアプ

ランニング・マトリックス（試案）」の内容項目を，

当時の「キャリア発達にかかわる諸能力（例）」で

はなく「基礎的・汎用的能力」で捉え直されている。

この「基礎的・汎用的能力」は，その４つの能力を

統合的に捉え，資質・能力を三つの柱で整理した例

が示された（中央教育審議会，2016）。このことか

ら「育成を目指す資質・能力」に「基礎的・汎用的

能力」が含意されていると解釈され，「基礎的・汎

用的能力」の体系でキャリア発達を内容事項とした

「キャリアプランニング・マトリックス（試案）」

を基にした研究や実践が積み重ねられることは妥

当であると言えよう。 

また，この実践例の一つには，知的障害を対象と

する岩手大学教育学部附属特別支援学校（以下，本

校と記す）による実践研究があり，ここでは，「キ

ャリアプランニング・マトリックス(試案)」をリメ

イクした「本校のキャリア発達に関する願う姿（H25

年）」が考案されている（石川，2014）。 

これに関わって，その内容事項とそれに対応する

実践事例を対照したところ，本校におけるキャリア

教育の取り組み状況及びその様相として，日常の授

業実践中において，内容事項に適合するものが取り

組まれているものと解釈された（上川・小山・名古

屋他，2019；原田・大森・佐々木他，2020）。 

しかし，これらの実践が，本校及び各授業者にお

いて意図的・計画的な実践であったかは不明であり，

キャリア教育を日常の実践の中で意図的・計画的に

取り組むための，あるいはそれを明示的に取り組む

ための，授業づくりの内容と手順を明らかにするこ

とが必要であろう。 

 そこで，知的障害特別支援学校におけるキャリア

発達を促す授業づくりの内容や手順を探索する授

業実践を行った。本稿は，その経過について報告す

る。 

 
２．キャリア発達を促す授業づくりの構想 

 キャリア発達を促す授業づくりのための内容と

手順について，「本校のキャリア発達に関する願う

姿（H25年度）」と，本校における「授業づくりの視

点」（岩手大学教育学部附属特別支援学校，2015）

を素材として構想した。これらを図１と表１にそれ

ぞれ示した。具体的には，「授業づくりの視点」は，

学習指導案様式に反映し，この内容は，学校教育目

標や学部目標を単元の中で具現化していくための

視点である。これを「本校のキャリア発達に関する

願う姿（H25年）」の内容事項と関連付けた学習指導

案の様式を考案した。また，これをもって，キャリ
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ア発達を促す授業づくりの内容と手順（以下，要領）

とした。この概要と説明を表２に示した。 

ここでは，「内容と記述例」における，小見出し

と，具体的内容の記述の中で，「本校のキャリア発

達に関する願う姿（H25年）」の内容項目を反映した。

例えば，「単元の設定」では，【やりがい・生きがい】

や【役割】，【様々な情報活用】の内容事項が意図さ

れ，それらの内容事項の具体的な記述がなされてい

る。なお，表２の中では，当該箇所について下線に

て示した。

 
図１ 「本校のキャリア発達に関する願う姿（Ｈ25年）」 

 

表１ 本校の授業づくりの視点 

授業づくりの視点と方向性 授業づくりの視点の具体的内容 

①単元の設定 
 学部目標に基づいて目標を設定 
  どの児童生徒も目的をもち取り組める単元に 
 

○児童生徒の実生活に結び付いた単元 
○興味・関心や願いを取り入れた単元 
○活動の流れやつながりが明確な単元 

②単元の計画 
 単元の目標に基づいた指導計画 
  中心になる活動を繰り返す活動に 
 

○まとまりのある計画 
○繰り返すことで活動を積み重ねることができる計画 
○発展性のある計画 

③活動内容 
 単元の計画を推進するための授業の展開 
  どの児童生徒も存分に活動できるように 

○集団の中で，人と関わり，自分の役割を遂行できる活動内容 
○自分のもっている力を生かし，やりがいが感じられる活動内容 
○自分で考え，行動できる活動内容 
○達成感，充実感を得られる活動内容 
○自己選択・自己決定できる活動内容 

④学習内容への支援 
 教材教具・場の設定・教師の働き掛け 
  分かって動き，十分に活動できるように 

○児童生徒が自分でできる教材・教具 
○自分から活動できる教材・教具 
○十分に取り組める活動量と時間 
○活動しやすい道具の配置，動線 
○児童生徒が自分でできるような教師間の連携（Ｔ・Ｔ） 

⑤協働的活動への支援 
 児童生徒同士の関わりへの支援・教師との関わり 
  教師も共に活動しながら，共感的に支援できるように 
 

○共に活動する友達に関心を向け，友達や教師と共に活動できる
ようにする。 

○教師は児童生徒と共に活動し，児童生徒の自分でできる状況を
つくるような適切な関わりをする。 
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表２ キャリア発達を促す授業づくりの内容と手順の概要 

 

を している。
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３．キャリア発達を促す授業づくりの実践 

考案された要領を基に，授業実践を行った。ここ

で，対象生徒一名を例に，その当初の個別の指導計

画を表３に示した。また，実践後に手立てを改善し

た個別の指導計画を表４に示した。 

実践当初の対象生徒について，「担当する作業工程

の内容と手順を理解し，毎日の作業に取り組んでい

る。一方で，活動と活動の間のインターバルが長く

なってしまっているため，作業量が他生徒に比して

少なくなる。」と評価された。これに基づき，目標が

「サンダー掛けを時間いっぱい繰り返し取り組む」

と設定された。 

ここには，「本校のキャリア発達に関する願う姿

（H25年度）」における【役割】，【やりがい・生きが

い】が反映されたため，この目標の評価をもってキ

ャリア発達を包括的に評価することを想定した。こ

の目標の実現のために，支援の手立てとして「見通

しを持てるように，一日の作業量を確認する」を設

定した。 

その後の対象生徒について，「見通しは持てている

ものの，活動と活動の間のインターバルが長く，結

果的に作業数は多くなかった」と評価された。これ

に基づき，対象生徒のインターバルが減少せず，授

業目標の未達成が解釈された。 

そこで，支援の手立ての改善として，「やりがいを

感じながら活動できるように，作業の出来栄えを，

作業終了のタイミングで即時的に評価し，称賛する。」

とした。 

さらにその後の対象生徒について，「出来栄えにつ

いて称賛の声掛けをすると，嬉しそうにサンダー掛

けをした面を触りながら，十分に研磨されたことを

報告しており，やりがいを感じながら自分の役割を

果たす様子が見られた。」と評価された。これに基づ

き，対象生徒の目標の達成が解釈された。 

以上から，要領を用いた授業実践によって，対象

生徒の目標が実現され，そこに含まれていた「キャ

リア発達に関する願う姿(H25 年度)」の内容事項で

ある【やりがい・生きがい】と【役割】について，

その発達が促されたものと解釈された。これらの解

釈は，要領を用いることで明示化されたものであろ

う。すなわち，要領の使用によって，キャリア発達

に着眼する教員の見取りに一貫性が担保されるため

といえた。 

表３ 対象生徒の個別の指導計画(前) 

目標 手立て 評価 

 
サンダー掛けを時
間いっぱい繰り返
し取り組む。 

 
見通しを持てるよう
に，一日の作業量を確
認する。 

 
見通しが持てるように活動開始前に本日の作業量の部材を一緒
に確認していた。結果，見通しは持てているもの作業のインター
バルが長く，結果的に作業数は多くなかったため，手立てに検討
が必要であると感じた。また，本人の発言から作業量よりも，出
来栄えに着目している様子が窺えた。 

 

表４ 対象生徒の個別の指導計画（後） 

目標 手立て 評価 

 

サンダー掛けを時

間いっぱい繰り返

し取り組む。 

 

やりがいを感じな

がら活動できるよ

うに，作業の出来栄

えを，作業終了のタ

イミングで即時的

に評価し，称賛す

る。 

 

作業の間，集中して取り組み続けている様子が見られた。サンダ

ー掛けでは，出来栄えについて称賛の声掛けをすると，嬉しそう

にサンダー掛けをした面を触りながら，十分に研磨されたこと

を報告しており，やりがいを感じながら自分の役割を果たす様

子が見られた。次時では，他の生徒が担当する工程の出来栄えに

ついても触れながら，さらに役割意識ややりがいを感じながら

活動できるようにしていきたい。 

 

３．キャリア発達を促す授業づくりの実践 

考案された要領を基に，授業実践を行った。ここ

で，対象生徒一名を例に，その当初の個別の指導計
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る。一方で，活動と活動の間のインターバルが長く

なってしまっているため，作業量が他生徒に比して

少なくなる。」と評価された。これに基づき，目標が

「サンダー掛けを時間いっぱい繰り返し取り組む」

と設定された。 

ここには，「本校のキャリア発達に関する願う姿

（H25年度）」における【役割】，【やりがい・生きが

い】が反映されたため，この目標の評価をもってキ

ャリア発達を包括的に評価することを想定した。こ

の目標の実現のために，支援の手立てとして「見通

しを持てるように，一日の作業量を確認する」を設

定した。 

その後の対象生徒について，「見通しは持てている

ものの，活動と活動の間のインターバルが長く，結

果的に作業数は多くなかった」と評価された。これ

に基づき，対象生徒のインターバルが減少せず，授

業目標の未達成が解釈された。 

そこで，支援の手立ての改善として，「やりがいを

感じながら活動できるように，作業の出来栄えを，

作業終了のタイミングで即時的に評価し，称賛する。」

とした。 

さらにその後の対象生徒について，「出来栄えにつ

いて称賛の声掛けをすると，嬉しそうにサンダー掛

けをした面を触りながら，十分に研磨されたことを

報告しており，やりがいを感じながら自分の役割を

果たす様子が見られた。」と評価された。これに基づ

き，対象生徒の目標の達成が解釈された。 

以上から，要領を用いた授業実践によって，対象

生徒の目標が実現され，そこに含まれていた「キャ

リア発達に関する願う姿(H25 年度)」の内容事項で

ある【やりがい・生きがい】と【役割】について，

その発達が促されたものと解釈された。これらの解

釈は，要領を用いることで明示化されたものであろ

う。すなわち，要領の使用によって，キャリア発達

に着眼する教員の見取りに一貫性が担保されるため

といえた。 
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 さて，実践中に第一筆者によって作成された日誌

や授業記録の記述から，要領が日常の授業づくりに

おいて円滑に使用されたかを確認した。関連する記

述内容を表５に示した。これらから，要領に基づく

実践のプロセスとして，次の三つの段階が示された。

すなわち，①実践初期における要領の共通理解にか

かる努力を要す段階である。これは「（第一筆者が）

木工室にて明日の作業分担の確認と準備をし，指導

案として書き起こした。指導案については本校教員

に助言をもらい，完成したものを，明日の授業を担

当する教員にお配りした。」との記述によった。②実

践中期における要領の使用にかかる馴化が生じる段

階である。これは「毎日指導案及び個別の指導計画

を作成し，毎日授業準備をし，毎日授業をするとい

うことを経験した。慣れないことばかりで，忙しい

と感じる」との記述によった。③実践後期における，

要領の使用の定着が生じる段階である。これは「毎

日の授業実践について，指導案を書くことも，個別

の指導計画を書くことも，日常の業務として慣れて

きていると感じられた。」との記述によった。 
以上から，日常的なＰＤＣＡサイクルの活用が示

され，これによって要領が，単元期間中の実践に親

和的に取り入れたと考えられた。 

 

４．まとめと今後の課題 

「本校のキャリア発達に関する願う姿（H25年度）」

を，本校の授業づくりにおいて使用されている学習

指導案様式に取り入れた要領を用いた授業実践に，

ＰＤＣＡサイクルを重ねるならば，Ｐは，要領を基

に日常の作業学習における学習指導案作成，個別の

指導計画作成を行うことである。Ｄは，毎日の授業

実践をすることであり，Ｃは，「本校のキャリア発達

に関する願う姿（H25年）」の内容事項を観点とした

個別の指導計画の評価である。Ａは，次時の学習指

導略案や個別の指導計画の改善策の考案のことであ

った。 

その上で，次の２点が効用として示唆され，また，

今後期待された。すなわち，①授業づくりをキャリ

ア発達の視点で一貫して行うことがしやすいこと，

すなわち，教員がキャリア発達を踏まえた児童生徒

の目標を検討しやすくなることである。②実践にお

いて要領を使用することに負担感が少ないこと，す

なわち，日常の授業づくりにおける導入と持続的な

使用がしやすいこと，であった。 

本研究は，高等部における一事例による実践であ

った。今後は，小学部・中学部での活用を想定し，

各学部での実践的な検証が必要であろう。また，本 

月
日 

記述 

８
月
27
日 

 
木工室にて明日の作業分担の確認と準備をし，指導案として書き起こした。指導案については本校教員に助言をもら
い，完成したものを，明日の授業を担当する教員にお配りした。 
今週の目標は「導入」なので，まずは生徒たちが，何を作っていて，いつ販売するのか，そして，目標個数，これらに
ついて，導入の時間で丁寧に確認していきたいと思う。 

８
月
31
日 

 
明日の作業についての確認及び準備と，指導案，指導計画の作成を行った。それを踏まえ，授業を担当する本校教員と
10分程度のミーティングを行った。 
個別の指導計画を継続的に立てていくことはあまり負担にならないと感じているが，目標の抽象度や適当さなど，ま
だまだ上手く立てられているとは言い難いため，内容についても随時改善していきたい。 

９
月
４
日 

 
毎日指導案及び個別の指導計画を作成し，毎日授業準備をし，毎日授業をするということを経験した。慣れないことば
かりで，忙しいと感じるのが正直な感想ではあるが，現場の教員は，このプロセスを当たり前に行っているのだろうと
思う。この当たり前に行われている内的なプロセスを指導案として言語化することで，日々の授業がより効果的に，そ
して取り組みやすくなっていると感じる。 

９
月
24
日 

 
最初は毎日指導案を書き，個別の指導計画を書き，授業を行うことについて不安が大きかったが，毎日の授業実践につ
いて，指導案を書くことも，個別の指導計画を書くことも，日常の業務として慣れてきていると感じられた。 

９
月
28
日 

 
最近では，指導教員に指導案や個別の指導計画を確認してもらわなくなっている。まず，第一に，指導案を見せなくて
も，共有ができるため，毎回指導案と個別の指導計画を書いて，見てもらうのは業務上不必要と判断した。そして，第
二に，先生方の普段の業務においても，指導案を使うか否かに関わらず，事前に共有することはほとんどない。少しず
つ，先生方と同じリアルな就業環境の中で，授業づくりが可能になっていると感じた。 

表５ 要領に関連する日誌や授業記録の記述内容 
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研究では，キャリア発達の評価については，教員の

解釈に留まった。北村（2016）が，キャリア教育に

関する適切な評価基準と方法を開発し，授業改善に

つながる評価を行わなければならないと指摘するよ

うに，キャリア発達の評価方法の検討が必要である。 

 

 

付記 

本研究の実施及び公表に際しては関係者の許諾を

得ました。また，授業実践は日常の授業実践中にお

ける取組の範囲内で行われました。なお，いわて子

ども主体の知的障害教育を学ぶ会の協力を得ました。

関係の皆様に記して感謝申し上げます。 
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